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【結果】446 病院に質問紙を配布し 119 病院から返送があり（回収率 26.7%）、有効回答 117
病院の看護管理者を分析対象とした。対象者は 50 歳代以上が 95.7%、看護部長 70.9%であ
った。施設の概要についての平均は、病床数 657.2 床、看護師総数 574.2 人、平成 25 年度
離職率 9.0%・新卒離職率 6.6%であった。夜勤時に 66.7%が仮眠をとる勤務体制であり、そ
の夜勤時間は 14.8 時間、夜勤中の休憩時間は 53.2 分、仮眠時間は 85.8 分、休憩と夜勤の
時間の合計は 121.1 分であった。看護師の勤務負担へのインセンティブ実施は 42.7%、う
ち夜勤への金銭的インセンティブが約 4 割で、8 割以上が勤務改善・離職防止に有効とし
ていた。看護師の勤務環境のアメニティの実施は 29.9%で、うちマッサージ機設置等が約 4
割、飲食物の提供が約 3 割であり、約 5 割が勤務改善・離職防止に有効としていた。仮眠
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